
３館（県立図書館・文書館・生涯学習推進センター）連携イベント

学びピア ＴОＹＡＮО ２０２６

３館が連携して、県民の学びを広げることを目的に「学びピアTOYANO 2026」を開催します。
このイベントは、「新潟県教育の日」関連イベントとして実施します。また、放送大学新潟学

習センター連携公開講座（講演会）「やさしくない日本語～日本語は“ありのまま“を言葉にでき
ない?～」も同時開催します。
このほか、体験コーナーやコンサート、特別展示など、楽しく、ためになるイベントも行いま

す。すべてのイベントに無料で参加できます。ぜひお越しください。

○開催日時 令和８年11月８日（日）
○会 場 新潟県立図書館・文書館

・生涯学習推進センター
○内 容 詳細は「ラ・ラ・ネット」（上記の

二次元コード）をご確認ください。

講演会は会場参加とオンライン参加
を選ぶことができます。右の二次元
コードからお申し込みください。
＊会場参加は当日参加も可能です。
【10月7日（水）より受付開始】

【お問合せ】
新潟県立生涯学習推進センター
所在地 新潟市中央区女池南３-１-２
TEL:025-284-6110
URL: https://www.lalanet.gr.jp/

 ポイント１ 
「べき」「普通は」に注意 

 ポイント２ 
 相手のサインを見逃さない 

 ポイント３ 
 常に自分に問いかける 

「男性なら力仕事を率先して
するべき」、「女性なら料理
が出来るべきだ」本当にそう
言い切れますか？ 
 「べきだ」といった押し付
けの言葉や「普通は」といっ
た決めつけの言葉が出たら、
立ち止まって考えてみましょ
う。 

 家族や友人、同僚と話して
いるときに、急に相手の表情
が曇ったり、声のトーンが変
わったりしたことはありませ
んか？そんなときは、自身の
アンコンシャスバイアスから
出た言動で相手を傷つけたの
ではないかと振り返ってみて
ください。 

 アンコンシャスバイアスを
完全に無くすことは難しいで
す。だからこそ、常に自身の
言動を振り返り、問いかける
ことが大切です。違和感の
あったことをメモしていけ
ば、自分の考え方や物の見方
の傾向が掴めるかもしれませ
ん。 

出典：政府広報統計オンライン
「アンコンシャスバイアスを減らす３つのポイント！」をもとに県教育委員会作成

～何気ない思い込みが、
子どもの未来を狭めてしまう
ことがあります～

アンコンシャスバイアスとは？

 私たちは、これまでの経験や社会の風潮など
から、自分では気づかないうちに、特定の人や
物事に対して「こうだろう」と思い込んでしま
うことがあります。 
 これが「アンコンシャスバイアス」（無意識
の思い込み）です。 
意識していなくても、考え方や言葉、言動に
影響を与えてしまうのが特徴です。 

アンコンシャスバイアスをチェックしてみよう！

アンコンシャスバイアスを減らす３つのポイント

性別

性別で進路や興味を決めつけてしまう

性格・特性

性格や特性から可能性を狭めてしまう

外見だけで能力や性格を判断してしまう

外見・容姿

過去の経験

過去の経験だけで、今回も同じように

できると判断してしまう

家庭でできること

子どもたちが、ありのままの自分を大切にし、のびのびと
成長できる家庭をつくりましょう。 

意識する
思い込みに
気づくことが
第一歩です

対話する

子どもの気持ちを
聞き、話し合う
時間を大切に

尊重する
子どもの「やりた
い」「好き」を
応援しましょう

一緒に成長する
子どもとともに、
家族みんなで、
学び続けましょう


